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研究成果の概要（和文）：本研究は参加者の文化の違いがインタラクションに影響を与えるかどうかを調査することを
目的とした。文化を共有するグループ同士のインタラクションと文化を共有しないグループ同士のインタラクションと
比較することによって、異なる文化を持つ相手と交流している時のほうが、インタラクションが活発になるかどうかを
検証した。「発話量」と「発話スピード」の観点から分析したところ、「発話量」に関しては文化の違いがインタラク
ションに影響を与えたが、「発話スピード」に関しては影響がなかった。インタラクションに影響を与えるその他の要
因、英語の流暢さ獲得の困難さ、参加者の英語レベル、データの数について考察した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the effect of cultures on the 
interaction of participants. This study compared the uni-cultural interaction with the cross-cultural 
interaction in terms of two variables; namely, the amount of utterance and the speed of utterance. Using 
the data obtained from the videoconference of three pairs such as Japanese and Japanese, Japanese and 
Mexicans, and Japanese and Americans, It found out that the combination of different cultures positively 
influenced the amount of utterance, but it did not affect the speed of utterance. Factors that might have 
affected the interaction such as delayed effect on speech speed, levels of English proficiency, and the 
number of the samples were discussed.

研究分野：第二言語習得
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１．研究開始当初の背景 
 コミュニケーションを重視する第二言語
教育の基本原則の一つに、第二言語の習得に
はインタラクションが有効であるという考
え方がある。インタラクションとは、参加者
同士が意思疎通することを目指して、情報の
インプットとアウトプットを行う意味交渉
活動を指す。インタラクションを通じて、第
二言語の学習者は相手の言った言葉の意味
をはっきりと理解することができるように
なる。また、自分の言ったことが相手に通じ
なかったとき、言い方を変えて言い直すよう
にアプトプットを求められるために、言語の
構造をよりよく理解することができるよう
になる。つまり、インタラクションには、第
二言語の習得に不可欠である「理解可能なイ
ンプット」と「言語構造への気づき」を促進
させる効果がある。 
 したがって、英語教育の現場では、インタ
ラクションを刺激するタスクがよく用いら
れる。近年、日本の大学でも、情報ギャップ
を利用したタスクや意見交換のタスクが行
われている。 
 インタラクションを活性化させるための
タスクは、日本の英語教育現場では、日本語
を母語とする日本人同士で行われることが
一般的である。日本のように同質性の高い社
会において、日本人英語学習者が英語のネイ
ティブ話者と交流をすることはほとんど不
可能である。 
 本研究代表者はビデオ会議を介した英語
による異文化交流の授業実践を通じて、日本
人同士のインタラクションと外国人とのイ
ンタラクションが異なっているのではない
かという印象を抱くに至った。その異文化交
流授業では、日本人学生が、アメリカやメキ
シコ等の学生と英語で文化の話題について
英語で意見を交換する。アメリカ人学生やメ
キシコ人学生が日本人学生に投げかける質
問に対して、日本人学生はたどたどしいなが
らも持っている知識と英語力を総動員して、
彼らの質問に答え、インタラクションは活発
である。 
 ところが、日本人同士で英語のディスカッ
ションを行う場合は、インタラクションが不
活発な印象がある。日本人同士で質疑応答を
するとき、答える者の英語による説明が不十
分なものであったとしても、情報の明確化要
求があまり行われない。また、日本人同士で
英語のディスカッションをするとき、英語で
言いにくいときは日本語で説明してしまい、
英語でアウトプットする努力を怠ることが
散見される。教師である本研究代表者自身の
行動を振り返ってみると、たとえ日本人学生
が発する英語表現が不十分であっても、相手
の意図することが理解できてしまうために、
相手に対してさらに詳しくアウトプットす
るように迫ることは少ないように思う。 
 そのような経験から、同じ母国語と文化を
共有する者同士のインタラクションと、母国

語と文化を共有しない者同士のインタラク
ションは異なっているのではないかと着想
するに至った。 
 第二言語習得研究において、インタラクシ
ョンの参加者の文化が論点となることはな
かった。多くのインタラクション研究では、
参加者は英語のネイティブと英語を学習し
ている非ネイティブである。それは、非ネイ
ティブはネイティブとインタラクションを
することが英語学習の基本であるという暗
黙の了解があるからであろう。しかし、英語
の国際語としての地位が確立した現在、母語
が異なる非ネイティブ同士のインタラクシ
ョンがこれから多くなってくると考えられ
る。母語が異なる非ネイティブ同士のインタ
ラクションが英語習得に効果的だとしたら、
それは、文化の差によって生まれる情報ギャ
ップによるものかもしれない。 
 
２．研究の目的 
 そこで、本研究はインタラクション研究に
おいて取り上げられることのなかった文化
の違いに注目して、参加者の文化の違いがイ
ンタラクションに影響を与えるかどうかを
調査することを目的とした。文化を共有する
グ ル ー プ 同 士 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン
(Uni-cultural interaction)と文化を共有しな
いグループ同士のインタラクション
(Cross-cultural interaction)と比較すること
によって、異なる文化を持つ相手と交流して
いる時のほうが、インタラクションが活発に
なるかどうかを検証した。文化の違いが自然
な情報ギャップとなり、参加者の好奇心を刺
激し、活発なインタラクションを導くと理論
化した。 
 
３．研究の方法 
 インタラクションに対する文化の影響を
調べるために、日本語を母語とする者同士の
インタラクション、日本語を母語とする者と
スペイン語を母語とする者のインタラクシ
ョン、日本語を母語とする者と英語を母語と
する者のインタラクションの３つの組み合
わせにおいて、インタラクションがどのよう
に異なるかを考察した。 
 文化を共有する者同士のインタラクショ
ンは、文化を共有しない者と行うインタラク
ションよりも不活発であると仮説を立てた。
日本人同士のインタラクションでは、文化を
共有しているために英語が間違っていたり、
相手からの情報が少なくても、お互いに意思
疎通できてしまうため、インタラクションが
不活発になると考えた。一方、文化を共有し
ない他者とのインタラクションにおいては、
情報ギャプが生じ、明確化要求とネガティ
ブ・フィードバックが引き起こされ、インタ
ラクションが活性化すると考えた。 
 データの収集のために研究１と研究２の
２回の調査を行った。研究１では、日本人と
日本人同士の組み合わせ (Uni-cultural 



Interaction)、および、日本人とメキシコ人
の組み合わせ(Cross-cultural Interaction)
によって、英語を使ったディスカッションを
実施した。研究２では、日本人と日本人同士
の組み合わせ(Uni-cultural Interaction)、
および、日本人とアメリカ人の組み合わせ
(Cross-cultural Interaction)によって、英
語を使ったディスカションを実施した。 
 ディスカッションのトピックは「家族・伝
統行事」「宗教」であった。 
 「インタラクションの活発さ」という概念
は、研究１では、「発話の数」と「質問の数」
と定義して測定した。研究２では「発話のス
ピード」と定義して測定した。データはビデ
オ会議を用いて日本人同士および日本人と
外国人の英語によるディスカッションを実
施し、そのディスカッションを録画した。そ
の後、録画したものを文字化および電子ファ
イル化し、分析を行った。 
 
４．研究成果 
 第１の研究においては、日本人同士のイン
タラクションよりも日本人とメキシコ人の
インタラクションの方が、「発言の数」と「質
問の数」の両方の側面で増加するという結果
となった。 
 第２の研究においては、日本人同士のイン
タラクションよりも日本人とアメリカ人の
インタラクションの方が、「発話スピード」
が増加するという結果にはならなかった。 
 研究１に関しては、文化の違いが活発なイ
ンタラクションに結びついたが、研究２に関
しては文化の違いによるインタラクション
の違いは見られなかった。したがって、参加
者の文化の違いがインタラクションの活性
化に効果があるかどうかは、本研究から明確
な答えを導くことはできなかった。 
 このような結果になったことを受けて、研
究結果に影響を与えた様々な要因を検討し
た。その一つとして、文化の差がインタラク
ションにもたらす影響はすぐに現れないと
いうことが考えられた。「発話の数」や「質
問の数」というインタラクションの側面はす
ぐに現れるが、「発話のスピード」のように
英語能力と密接な関係があるインタラクシ
ョンの側面の場合は、長期的な交流や英語学
習の成果と考えられるため、短期的な効果と
しては現れにくいことが考察された。さらに、
日本人参加者の英語のレベル、データの数に
問題があるために、明確な答えが得られなか
ったという結論となった。 
 ただし、本研究は参加者の文化に注目した
ことによって、インタラクション研究の新し
い領域を切り拓くことができた。今までのイ
ンタラクション研究は英語ネイティブと英
語非ネイティブがインタラクションの参加
者であるという前提があった。しかし、グロ
ーバル化が進行し、様々な母語を持つ非ネイ
ティブ同士が英語を使ってコミュニケーシ
ョンするようになれば、非ネイティブ同士、

つまり、文化が異なる相手との交流がこれか
らますます増えることが期待される。文化の
違いがインタラクションを活性化させるか
どうかという論点はさらに探求されるべき
問題であると確認された。 
 本研究で用いた ICT を用いた教育は、グロ
ーバル時代にふさわしい新しい教育方法で
ある。ICT を使うことによって遠く離れた
人々の刺激的なインタラクションを教育に
持ち込むことが可能となる。本研究では、こ
の新しい教育方法のアウトリーチ活動を行
った。2013 年度は 12 月と 2014 年 7月に島根
県立大学にて、アメリカと台湾の研究者を招
聘して国際会議を行った。中国地方の教育関
係者が出席した。また、島根県立浜田高校に
おいて、6 回の出前授業を実施し、120 人に
対して、ビデオ会議を用いて海外の学生と交
流する体験を提供した。 
 これらのアウトリーチを通じて、日本のよ
うに同質的な文化を持つ国においても、ICT
を活用することによって、外国の大学と日本
の大学を結びつけることが可能であること、
それによって活発なインタラクションを促
進する教育方法を知らしめることができた。 
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